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の結末についての一考察──
平 田 美千子
Synopsis : Critics have discussed the ambiguity of the personality and
behavior of Hank Morgan. Though he is a diligent democrat and has
ample knowledge of science and technology, he is also arrogant and ag-
gressive, and a seeker of power and esteem. Hank, in fact, has a vicious
aspect in his character. In the last part of the story, he chooses to drive
25,000 knights to their death to protect himself and his 53 followers.
After the catastrophe, Hank’s old enemy, magician Merlin makes him
sleep for 1,300 years under a spell. Then he awakes in the late 19th
century and dies alone in obscurity. Why does this novel have to end
with Hank’s ruin and oblivion? This paper will discuss how Twain de-
picts the contradictory character, Hank. It also considers how such a
personality leads to the grotesque ending of the novel and what mean-
ing readers can find from it.
は じ め に




































た初期の小説のひとつと見られている A Connecticut Yankee における
（Clute 1247；中垣 308；小谷 41）現在から過去へタイムトリップするとい
う物語設定，という三つの観点から，この作品に描かれたハンク・モーガン
の人物像と彼が招いた物語の結末について考えてみたい。
























































２４ 平 田 美千子






だった。作者トウェインが Life on the Mississippi と The Adventures of
Huckleberry Finn において感じ取っていた時代の風潮と母国の抱える危う


















































にほかならない。その意味で，A Connecticut Yankee は当時のアメリカに
おいて拡がりつつあった帝国主義的な思想を映し出していると言えそうだ。
ハンクはアメリカの民主政治を誇りに思い，揺るぎない信頼を寄せてい































のこもった姿勢を示している（Mark Twain’s Letters from Hawaii 53, 71,













親と称されるイギリスの作家 H. G. ウェルズが The Time Machine（1895）
を発表するよりも六年早く，A Connecticut Yankee を世に送り出したこと
になるが，タイムトラベルをテーマとした両作品の根本的な違いは，移動す
る時間軸の方向が正反対であることだ。A Connecticut Yankee では主人公








その意味では，A Connecticut Yankee はその物語設定のために，歴史的事
実との整合性という課題に向き合うことを決定づけられたはずの作品である
と言えるのではないだろうか。
２８ 平 田 美千子
しかしながら，実際には A Connecticut Yankee においては，現在から過
去への時間移動に伴う制約をあまり受けない，いわば都合の良い結末を設定
することにより，この課題への取り組みが回避されていると考えられるので


















































年から 1874年までは全体の記事の 3分の 1だったのが，1885年から 1894
年になると 2分の 1に，1905年から 1914年には 3分の 2に，そして 1925
年から 1934年では 80％に増えている」（Emery 278）という。その発展の
速度は緩やかなようだが，A Connecticut Yankee が出版された一八八九年
には，客観報道の割合が三分の一から二分の一へ，そしてトウェイン晩年の
一九〇〇年代には，その割合が逆転しているという事実は見逃がせない。新









されていたのではないだろうか。A Connecticut Yankee において，ハンク
が部下である司祭に新聞報道の指導の手始めとして書かせた報告文は，「お
世辞や誇張」（CY 110）が混じったものであった。しかも，報告文自体はト


















































































171）としている。また，A Connecticut Yankee 執筆当時にトウェインがペイジ植字
機への投資による破産の危機に陥っていた背景との関連を指摘する批評家もいる









5トウェインは A Connecticut Yankee の出版から十一年後，大英帝国の領土を




Sitting in Darkness”（1901），“The War Prayer”（1902），“A Defense of General
Funston”（1905），“King Leopold’s Soliloquy : A Defense of His Congo Rule”
（1905）などがある。
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